
シュレディンガー方程式の組み立て
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波動関数

Ｘで二度微分する． ｔで一度微分する．
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微分演算子
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すなわち， ti ∂∂ /h の微分を Ψ に作用させると，エネルギーEが求められ，

xi ∂∂− /h の微分を Ψ に作用させると運動量 xP
このような微分を（微分）演算子という．

Ψ=Ψ aA のとき Ａを演算子，ａを固有値，

Ψ をＡの固有関数という．

が求められた．



波動関数の物理的意味
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